
　
広
島
県
議
会
は
、
九
月
定
例
会
を
九
月

十
九
日
か
ら
十
月
四
日
ま
で
の
十
六
日
間

の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
定
例
会
で
は
「
平
成
二
十
五
年

度
広
島
県
一
般
会
計
補
正
予
算
」
や
「
広

島
県
中
山
間
地
域
振
興
条
例
」
、「
広
島
県

議
会
議
員
の
定
数
並
び
に
選
挙
区
及
び
各

選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
す
べ
き
議
員
の
数

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
な
ど
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

二
十
四
議
案
に
つ
い
て
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、「
平
成
二
十
四
年
度
決
算
認
定
等
」

に
つ
い
て
は
、
九
月
二
十
七
日
に
設
置
し

た
決
算
特
別
委
員
会
で
閉
会
中
に
継
続
審

査
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
に
お
い
て
は
、
農
林
水
産
業
の

振
興
や
中
山
間
地
域
の
振
興
、
観
光
振
興
、

医
療
・
福
祉
施
策
、
教
育
問
題
な
ど
の
県

行
財
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
十
二
人

の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
は
、
付

託
さ
れ
た
各
議
案
な
ど
に
つ
い
て
審
査
・

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
 

（平成25年9月19日～10月4日） 

● 平成25年度補正予算 ……… 
● 平成24年度決算等 … 
● 条例案 ……………………… 
 
 

 
 
 

● 人事案件 …………………… 
● その他の議案……………… 
● 意見書案 …………………… 
● 請願 ………………………………… 

一般会計1件、特別会計2件 

一般会計・特別会計1件、企業会計1件 

広島県中山間地域振興条例、広島県議会議員の定数並びに選
挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数を定める条例
の一部を改正する条例（県議第8号議案）など13件 

広島県議会議員の定数並びに選挙区及び各選挙区において選
挙すべき議員の数を定める条例の一部を改正する条例案（県
議第7号議案） 

広島県教育委員会委員の任命の同意についてなど3件 

工事請負契約の締結についてなど3件 

私学助成の充実強化を求める意見書など2件 

消費税の税率引き上げに反対する意見書の提出を求める請願
など2件（不採択） 

可決 

継続審査 

可決 

否決 

同意 

可決 

可決 

●平成25年度 
　広島県補正予算を可決 
社会資本未来プラン等に
基づく防災・減災等強化対
策、さらなる緊急経済・雇
用対策、ひろしま未来チャ
レンジビジョンの原動力と
なる取り組みなど、総額
79億300万円の補正予
算を可決しました。 

●広島県議会議員の定数を削減することを可決 
平成22年国勢調査の結果を踏まえて、広島県議会議員の総定数及び選挙区別定数を改正する条
例案を可決し、平成27年4月に実施予定の一般選挙から、議員定数を2人削減（1増3減）すること
としました。（詳細は第4面をご覧ください。） 

●広島県中山間地域振興条例を可決 
中山間地域の振興に関する基本方針や県等の役割を明らかにするとともに、中山間地域の振興の
ための総合的な計画の策定や体制の整備などの基本的事項を規定した条例案を可決しました。 

今高野山（世羅町） 今高野山龍華寺は、弘法大師開基と伝えられ、貴重な文化財が数多く残されています。春は桜、秋は紅葉の名所として親しまれています。尾道自動車道世羅ＩＣから約10分 

9月30日 各常任委員会 

10月 2日 決算特別委員会　 

10月 4日 本会議　［委員長報告、議案の採決など、閉会］ 

9月20日 

9月24日～27日 本会議　［一般質問、委員長報告など］ 

9月19日 本会議　［開会、提案理由説明など］ 

9月30日開催 

主な事業内容 

いま こう や さん りゅう じ げ 

全員委員会　［提案事項の説明など］ 
議員定数等調査特別委員会 

◆防災・減災等強化対策　35億1,300万円 
河川の護岸改良、土砂災害防止のための堰堤の整備、道路の緊急点検・
緊急補修など 

◆緊急経済・雇用対策　20億3,000万円 
起業後10年以内の県内企業等への支援、子ども・子育て支援新制
度への対応など 
◆「ひろしま未来チャレンジビジョン」の加速化　11億2,000万円 
保育サービスの充実、中山間地域の振興計画策定に向けた調査・
分析など 

◆その他　12億4,000万円 
警察署の耐震化に向けた取り組み、財政調整基金への積立など 

えん  てい 
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紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 紙面の都合上、1人2問以内で掲載しております。 

用語 
解説 

監査結果を行政
施策へ反

映させるため、地
方自治法

の規定により、定
例的に意

見交換の場を設
け、監査委

員が知事に意見
を述べる。

直近では、平成2
4年12月

に意見書を 

提出。 

用語 
解説 

危険や困難が伴う
ものなど、

特殊な勤務に従
事する職

員に支給される
手当。学校

では、修学旅行
の引率や、

土曜日・日曜日の
部活動の

指導、非常災害
時の児童・

生徒の保護など
の勤務に

対して支給される
。 

公正で透明な入札契約制度と

技術力・競争力の高い企業によ

る競争の実現を目指し、受注環

境の整備、不良不適格業者の排

除及び県発注工事に 

対する信頼性の 

向上などに取り 

組む5ヵ年計画。 

子育て支援に積極的な鳥取県、岡山県などと本年4月に結成。国や経済界への提案・要望活動や子育て事業を 
共同で 
実施する。 

用語 
解説 

用語 
解説 

広島空港の現在の運用時間は、

午前7時30分から午後9時30

分までの14時間。岩国錦帯橋

空港（15時間）や岡山空港（14

時間30分）に比べて 

短いため、東京便では、 

東京の滞在時間が 

短く、不利となって 

いる。 

今後改正予定の医療法に基づき、都道府県において、医療の必要量や目指すべき医療体制の実現に向けた施策を 定めるもの。 

用語 
解説 

用語 
解説 

問 
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に
対
す
る
指
導

検
査
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、

検
査
技
術
レ
ベ
ル
の
確
保
の
た
め
の
人
材

育
成
な
ど
効
率
的
な
指
導
検
査
の
実
施

体
制
を
検
討
す
る
よ
う
、
監
査
委
員
か
ら

意
見
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。
 

県
に
よ
る
指
導
検
査
体
制
の
あ
り
方
 

答 
専
門
的
知
見
を
有
す
る
公
認
会

計
士
や
社
会
保
険
労
務
士
の
活

用
に
よ
る
体
制
強
化
、補
助
金
検
査
に

お
け
る
関
係
書
類
の
事
前
チ
ェッ
ク
や
検

査
人
員
の
増
員
な
ど
に
よ
る
検
査
体
制

の
強
化
、さ
ら
に
、人
材
育
成
の
面
で
も
、

自
治
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
財

務
分
析
の
手
法
を
習
得
す
る
研
修
を

新
設
し
、団
体
等
の
指
導
検
査
業
務
に

資
す
る
研
修
を
行
っ
て
 

い
る
。 

問 
県
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
上

で
、
知
事
の
姿
だ
け
で
な
く
、
県

庁
の
骨
格
を
成
し
て
い
る
県
職
員
の
頑

張
る
姿
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
、

県
庁
全
体
の
動
き
を
理
解
し
て
も
ら
う

べ
き
だ
が
、
今
後
、
県
庁
の
「
見
え
る
化
」

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
 

県
民
に
対
す
る
県
庁
の
「
見
え
る
化
」
 

答 
県
民
に
県
の
施
策
に
よ
る
生
活

の
向
上
を
実
感
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
施
策
の
進
　
や
成
果
等
の
広
報

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、施
策

の
広
報
に
当
た
っ
て
は
、県
の
活
動
内
容

を
具
体
的
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、そ

の
ね
ら
い
や
背
景
、
実
施
の
プ
ロ
セ
ス
や

結
果
に
つ
い
て
も
、丁
寧
に
伝
え
て
い
く
。 

門田峻徳議員  
自民会議〈福山市〉 

もん でん たか のり 

問 
県
内
の
情
報
通
信
環
境
は
大
き

く
進
歩
し
、今
後
は
情
報
通
信
技

術
を
い
か
に
有
効
に
活
用
す
る
か
が
課

題
と
な
る
。
特
に
、社
会
基
盤
の
維
持
・

確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
中
山
間
地

域
の
課
題
の
克
服
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、

戦
略
的
か
つ
全
庁
的
な
視
点
で
有
効
活

用
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

情
報
通
信
技
術
の
有
効
活
用
 

答 
情
報
通
信
技
術
の
利
活
用
に
向

け
、身
近
で
利
便
性
の
高
い
情
報

通
信
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど

が
課
題
で
あ
り
、
防
災
分
野
で
は
集
中

豪
雨
の
情
報
を
効
果
的
に
提
供
す
る
仕

組
み
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
多
様
な
利

活
用
を
図
り
、
利
便
性
の
向
上
に
取
り

組
む
。 

問 
県
は
、「
子
育
て
す
る
な
ら
広
島

県
で
」
と
宣
言
し
、
全
国
の
十
県

で
構
成
す
る
子
育
て
同
盟
に
も
参
画
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
対
象
年
齢
を
現
行
の
小
学
校
入
学
前

か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
、
子
育

て
し
や
す
い
広
島
県
づ
く
り
を
強
力
に
推

進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。
 

答 
対
象
年
齢
を
ゼ
ロ
歳
か
ら
順
次

引
き
上
げ
て
き
た
が
、さ
ら
な
る

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、受
益
と
負
担
の

関
係
な
ど
を
勘
案
し
な
が
ら
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
乳
幼

児
医
療
費
助
成
は
、
本
来
、
国
が
全
国

一
律
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
提
供
す
べ
き
で

あ
り
、国
に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
。 

瀧本　実議員  
民主県政会〈広島市佐伯区〉 

たき もと みのる 

問 
事
業
を
大
幅
に
縮
小
す
る
見
直

し
は
理
解
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で

連
続
立
体
交
差
を
前
提
に
進
め
て
き
た

ま
ち
づ
く
り
計
画
や
安
全
性
・
利
便
性
の

確
保
及
び
住
民
と
の
合
意
形
成
を
尊
重

し
、
現
計
画
ど
お
り
の
事
業
実
施
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 

答 
見
直
し
案
で
は
、
鉄
道
高
架
区

間
は
短
縮
さ
れ
る
が
、
買
収
済

み
用
地
を
活
用
し
た
都
市
計
画
道
路
の

整
備
な
ど
に
よ
り
、
都
市
内
交
通
の
円

滑
化
や
市
街
地
の
一
体
化
な
ど
が
大
幅

に
進
展
す
る
も
の
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、

交
通
渋
滞
解
消
な
ど
事
業
の
効
果
が

早
期
に
発
現
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
む
。 

問 
公
共
事
業
に
よ
る
景
気
回
復
を

進
め
る
た
め
、
特
定
の
業
者
に
受

注
が
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
契
約
価

格
の
適
正
化
や
実
効
性
の
あ
る
不
当
廉

売
防
止
対
策
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

公
共
事
業
の
適
切
な
執
行
を
図
る
た
め
、

入
札
・
契
約
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
。
 

公
共
事
業
の
適
切
な
執
行
 

答 
平
成
二
十
三
年
十
二
月
に
策
定

し
た
「
入
札
契
約
制
度
中
期
計

画
」
に
基
づ
き
、
入
札
契
約
制
度
の
改

善
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
建
設
産
業
の

厳
し
い
経
営
環
境
を
注
視
し
つ
つ
、地
域

の
安
全
・
安
心
や
品
質
確
保
の
観
点
な

ど
を
踏
ま
え
、
適
切
に
制
度
の
見
直
し

を
進
め
る
と
と
も
に
、
資
材
価
格
の
変

動
に
は
市
場
の
動
向
に
的
確
に
対
応
し

て
い
く
。 

松浦幸男議員  
自民会〈尾道市〉 

まつ うら さち お 

問 
約
半
数
の
全
日
制
高
校
で
常
態

化
し
て
い
る
と
い
う
土
曜
補
習
は
、

教
員
の
自
発
的
勤
務
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
が
、
同
様
に
自
発
的
勤
務
と
さ
れ

て
い
る
週
休
日
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
仕
事

に
は
認
め
ら
れ
て
い
る
特
殊
勤
務
手
当
を
、

土
曜
補
習
に
も
認
め
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
ど
う
か
。
 

土
曜
補
習
の
適
正
化
に
つ
い
て
 

答 
土
曜
補
習
は
教
員
が
自
発
的
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、い
わ
ゆ

る
「
勤
務
」
に
は
該
当
し
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
質
的
に

学
校
の
管
理
下
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給
対
象

と
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。 

問 
災
害
時
の
難
病
患
者
の
支
援
体

制
が
十
分
で
な
い
現
状
を
ど
の
よ

う
に
考
え
、
こ
れ
か
ら
「
災
害
時
難
病
患

者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
策
定
や
「
災
害

支
援
手
帳
」
の
作
成
を
ど
の
よ
う
に
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
 

災
害
時
の
難
病
患
者
の
支
援
に
つ
い
て
 

答 
難
病
患
者
や
家
族
、
医
療
や
行

政
等
の
関
係
機
関
が
平
時
か
ら

被
災
時
の
支
援
に
つ
い
て
理
解
し
、役
割

に
応
じ
て
防
災
対
策
に
取
り
組
む
た
め

に
、
災
害
時
難
病
患
者
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル

や
災
害
支
援
手
帳
は
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
今
後
、
関
係
団
体
や
医
療

機
関
と
の
議
論
に
着
手
し
、
国
が
検
討

中
の
法
制
化
等
の
見
直
し
も
踏
ま
え
、

作
成
に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
く
。 

田川寿一議員  
公明党〈広島市西区〉 

た がわ じゅ いち 

問 
国
が
進
め
て
い
る
社
会
保
障
制

度
改
革
に
お
い
て
、
医
療
・
介
護

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
案
が
示
さ
れ
る
中
、

本
県
と
し
て
今
後
、「
新
た
な
医
療
・
介

護
体
制
の
構
築
」
を
進
め
る
に
当
た
っ
て

の
課
題
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

所
見
を
伺
う
。
 

新
た
な
医
療
・
介
護
体
制
へ
の
対
応
 

答 
医
療
の
機
能
分
化
の
徹
底
や
在

宅
医
療
・
介
護
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
医
療
・
介

護
の
連
携
強
化
が
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
県
と
し
て
は
今
後
、「
地
域

医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
す
る
ほ
か
、県

内
全
域
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
た
め
、
全
市
町
を
目
途
に
拠

点
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、市
町
の
ロ
ー

ド
マッ
プ
の
策
定
を
支
援
す
る
。 

問 
国
は
、
小
規
模
企
業
活
性
法
に
よ

り
、
小
規
模
事
業
者
の
活
動
を
活

性
化
す
る
施
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た

が
、
本
県
で
も
、
地
域
の
小
規
模
事
業
者

に
対
す
る
支
援
の
中
心
的
な
役
割
を
担

う
商
工
会
に
対
し
、
機
能
強
化
に
向
け

た
検
討
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。 商

工
会
の
支
援
機
能
の
充
実
・
強
化
 

答 
今
年
度
か
ら
、
各
商
工
会
で
事

業
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
事
業

費
助
成
の
見
直
し
に
よ
る
機
能
強
化
を

図
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
、
国
の
動
向
に

留
意
し
つ
つ
、
商
工
会
が
引
き
続
き
、そ

の
役
割
を
十
分
果
た
し
て
い
け
る
よ
う
、

機
能
強
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。 

三好良治議員  
自民会議〈福山市〉 

み よし りょう じ 

問 
長
年
の
懸
案
で
あ
る
鞆
地
区
道

路
港
湾
整
備
事
業
、
広
島
市
東
部

地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
、
広
島
高
速

五
号
線
の
二
葉
山
ト
ン
ネ
ル
建
設
事
業
は
、

知
事
が
方
向
性
に
つ
い
て
一
定
の
判
断

を
し
、
住
民
と
の
話
し
合
い
を
続
け
て
い

る
も
の
の
、
事
態
は
一
向
に
進
展
し
て
い

な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
問
題
が
長
期
化

し
、
無
用
の
混
乱
を
起
こ
す
だ
け
だ
が
、

今
後
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。
 

長
年
の
懸
案
へ
の
対
応
 

答 
い
ず
れ
の
事
業
も
住
民
の
生
活

に
影
響
を
及
ぼ
す
大
規
模
事
業

で
あ
る
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
を
得

た
上
で
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
関
係
市
町

な
ど
と
連
携
し
、
住
民
へ
丁
寧
な
説
明

を
行
い
、
早
期
に
事
業
を
推
進
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
。 

問 
広
島
空
港
は
ア
ク
セ
ス
に
課
題
が

あ
り
、
旅
客
が
岩
国
や
岡
山
の
空

港
に
流
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
開
港

二
十
周
年
を
迎
え
る
今
こ
そ
、
空
港
の
機

能
強
化
の
た
め
、
運
用
時
間
の
延
長
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 

広
島
空
港
の
運
用
時
間
の
延
長
 

答 
運
用
時
間
の
延
長
は
、
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
、広
島
空
港
の

機
能
強
化
に
資
す
る
が
、
空
港
管
理
者

で
あ
る
国
土
交
通
省
及
び
航
空
会
社
と

の
調
整
や
、
騒
音
問
題
に
対
す
る
地
元

住
民
の
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
と
と
も

に
、バ
ス
会
社
等
の
関
係
事
業
者
の
協
力

が
必
要
で
あ
る
た
め
、こ
れ
ら
関
係
機

関
の
意
見
も
伺
う
必
要
が
 

あ
る
と
考
え
る
。 

城戸常太議員  
自民党広志会〈呉市〉 

き ど つね ひろ 

乳
幼
児
医
療
費
 

公
費
負
担
事
業
の
拡
充
 

広
島
市
東
部
地
区
 

連
続
立
体
交
差
事
業
 

し
ん
ち
ょ
く
 



用語 
解説 

海田町日の出町
から廿日

市市地御前まで
の総延長

23.3kmが計画
区間で、高

架構造の自動車専
用道路は、

坂町から吉島まで
が開通し、

さらに吉島から商
工センター

間が平成25年 

度末に供用 

開始予定。 

障害のある方が基本的人権を

享有する個人としての尊厳に

ふさわしい生活を送れるように

支援し、すべての人が相互に人

格と個性を尊重し安心して暮ら

せる社会の実現を 

目的とした 

法律。 

暮らしや経済活動に不可欠な航路を安定的に維持・確保するため、運航に必要な経費に基づいて欠損額が生じた 場合、これに対し 
て関係市町と 
連携して支援 
する事業。 

用語 
解説 

用語 
解説 

用語 
解説 

豊かで持続可能
な中山間地

域の実現に向け
て、県民の

自主的かつ主体
的な地域

づくりの促進や雇
用機会の

創出など4つの基
本方針を

定めるほか、体制
の整備や

総合的な振興計
画 

の策定など県の
 

責務を規定。 

平成25年度末までに、全県立

学校で海外の学校と姉妹校提

携を行い、交流事業を実施する

ことを目標に推進している。 

9月末現在、 

97校中 

82校が 

提携済。 

自治体が発注する公共工事や業務委託などを受注する事業者の賃金や労働条 
件を定めるもので、 
平成21年に 
千葉県野田市で 
全国で初めて 
制定。 

用語 
解説 

用語 
解説 

問 
本
県
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の

育
成
及
び
強
化
の
現
状
を
ど
の

よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
国
際
大
会
で
活

躍
で
き
る
地
元
選
手
の
育
成
強
化
が
必

要
で
あ
る
が
、
今
後
、
ど
う
具
体
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。
 

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
育
成
強
化
 

答 
ジ
ュ
ニ
ア
の
競
技
力
強
化
が
課
題

で
あ
り
、全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
団

体
等
と
の
強
化
合
宿
や
指
導
者
研
修
、

小
学
五
、六
年
生
を
対
象
と
し
た
選
手

の
早
期
発
掘
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
、
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、
効
果

的
な
選
手
の
発
掘
・
育
成
に
向
け
た
新

た
な
仕
組
み
づ
く
り
や
、
環
境
整
備
な

ど
に
積
極
的
に
努
め
る
。 

問 
廿
日
市
市
木
材
港
か
ら
地
御
前

ま
で
の
区
間
は
事
業
化
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
他
の
区
間
の
供

用
開
始
に
伴
い
、
交
通
渋
滞
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
区
間
の
早
期
の
事

業
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
 

広
島
南
道
路
の
早
期
事
業
化
 

答 
廿
日
市
市
木
材
港
か
ら
地
御
前

ま
で
の
区
間
は
、事
業
主
体
や
整

備
手
法
な
ど
、
事
業
計
画
が
未
定
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
が
、廿
日
市
市
木
材
港

地
区
で
の
大
規
模
商
業
施
設
の
開
業
に

伴
う
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、今
後
、事
業
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
、
国
な
ど
の
関
係
機
関
と
鋭
意
調

整
を
図
り
、早
期
事
業
 

化
に
向
け
て
取
り
組
む
。 

安井裕典議員  
自民会議〈廿日市市〉 

やす い ひろ のり 

問 
住
民
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
安

心
で
き
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
ご
と
の
具

体
的
な
目
標
を
定
め
た
上
で
医
師
等
の

確
保
及
び
適
正
配
置
に
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
 

医
師
等
の
確
保
及
び
適
正
配
置
 

答 
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
計
画
的

な
医
師
等
の
医
療
資
源
の
適
正

配
置
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
限
ら
れ

た
医
療
資
源
を
有
効
活
用
し
、安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
地
域
医
療

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。
こ
う
し
た
計
画

に
よ
り
地
域
ご
と
の
医
療
提
供
体
制
の

将
来
の
目
指
す
べ
き
姿
を
示
し
た
上
で
、

医
師
等
の
確
保
や
適
正
配
置
に
取
り
組

ん
で
い
く
。 

問 
生
活
航
路
事
業
者
へ
の
現
在
の
欠

損
額
支
援
で
は
、
累
積
赤
字
は
減

る
こ
と
は
な
い
。
生
活
航
路
維
持
に
向
け
、

国
に
補
助
制
度
の
拡
充
な
ど
を
強
く
要

望
す
る
と
と
も
に
、
市
町
と
連
携
し
て

さ
ら
な
る
積
極
的
な
支
援
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。
 

生
活
航
路
の
支
援
策
の
拡
充
 

答 
こ
れ
ま
で
も
国
の
政
策
に
よ
っ
て

影
響
を
受
け
る
生
活
航
路
に
つ

い
て
、
迅
速
か
つ
適
切
な
措
置
を
創
設

す
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て

強
く
要
請
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
広
島
県
独
自
の
生

活
航
路
維
持
確
保
対
策
事
業
に
つ
い
て
も

必
要
に
応
じ
た
改
善
を
図
り
な
が
ら
適

切
に
実
施
す
る
。 

金口　巖議員  
民主県政会〈尾道市〉 

かな くち いわお 

問 
大
竹
市
に
は
障
害
程
度
区
分
の

認
定
を
受
け
た
人
が
日
中
通
っ
て

生
活
介
護
や
自
立
訓
練
な
ど
を
受
け
る

指
定
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
な
い
。
大
竹

市
を
含
め
本
県
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
向
け
て
一
層
の
取
り
組
み
が

必
要
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。
 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
つ
い
て
 

答 
今
年
度
、
大
竹
市
独
自
の
補
助

制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
通
所
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
所
の
開
設
が
現
時
点
で
見
込
ま
れ

て
い
る
。
県
は
、平
成
二
十
五
年
四
月
か

ら
施
行
さ
れ
た
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」

の
地
域
社
会
に
お
け
る
共
生
と
い
う
理

念
を
踏
ま
え
、
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
基
盤
整
備
を
推
進
 

し
て
い
く
。 

問 
県
が
分
譲
販
売
し
て
い
る
大
竹

港
晴
海
地
区
の
商
業
施
設
用
地

は
、
隣
接
す
る
市
の
公
園
緑
地
と
一
体

の
エ
リ
ア
と
し
て
多
く
の
人
が
集
ま
る

に
ぎ
わ
い
の
場
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
商
業
系
企
業
の
立

地
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
の
商
業
施
設

用
地
の
現
状
と
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
伺
う
。
 

大
竹
港
晴
海
地
区
の
県
有
地
に
つ
い
て
 

答 
商
業
施
設
用
地
の
一
部
の
区
画

に
つ
い
て
は
一
社
か
ら
定
期
借
地

と
し
て
応
募
が
あ
り
、現
在
、契
約
に
向

け
て
手
続
を
進
め
て
い
る
。
他
の
区
画

に
つ
い
て
も
商
業
施
設
の
立
地
に
努
め

る
と
と
も
に
、
市
と
連
携
し
他
の
利
用

ニ
ー
ズ
も
把
握
し
な
が
ら
、県
有
地
全
体

の
早
期
分
譲
に
取
り
組
む
。 

狭戸尾　浩議員  
前進〈大竹市〉 

せま と お ひろし 

問 
合
併
後
十
年
を
経
過
し
た
合
併
市

町
で
は
、そ
の
後
、地
方
交
付
税
の

激
変
緩
和
措
置
が
五
年
間
か
け
て
順
次

削
減
さ
れ
、非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
状

況
に
な
る
。
合
併
を
積
極
的
に
推
進
し

て
き
た
県
と
し
て
、市
町
に
対
す
る
適
切

な
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、ど
の
よ
う
に
認
識
し
、今
後
、ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
の
か
。
 

合
併
市
町
の
今
後
の
財
政
運
営
 

答 
交
付
税
の
削
減
は
、
合
併
市
町

の
財
政
運
営
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
が
、こ
れ
ま
で
の
市
町
の
財
政
健
全

化
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
財
政
基
盤
が

整
い
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

国
へ
制
度
改
善
の
提
案
を
す
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
、
財
政
健
全
化
に
向
け

た
市
町
の
取
り
組
み
の
支
援
を
行
う
。 

問 
「
広
島
県
中
山
間
地
域
振
興
条
例
」

は
、
条
例
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
項

を
ど
の
よ
う
に
機
能
さ
せ
、
実
施
し
て
い

く
か
が
重
要
で
あ
る
が
、
条
例
制
定
後
、

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
 

中
山
間
地
域
振
興
条
例
 

制
定
後
の
取
り
組
み
 

答 
条
例
制
定
後
、速
や
か
に
、庁
内

に
推
進
本
部
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、県
と
関
係
市
町
で
構
成
す
る
協

議
会
を
設
置
し
、体
制
を
整
備
す
る
。

ま
た
、今
年
度
中
に
は
、振
興
計
画
の
中

間
と
り
ま
と
め
を
行
う
。さ
ら
に
、来
年

三
月
か
ら
順
次
各
地
域
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
、普
及
啓
発
に
 

努
め
、来
年
秋
に
振
興
 

計
画
を
策
定
す
る
。 

児玉　浩議員  
自民会議〈安芸高田市〉 

こ だま ひろし 

問 
竹
原
市
忠
海
沖
の
海
砂
利
採
取

は
、
平
成
十
年
に
禁
止
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
根
本
的
な
修
復
措
置
が
講
じ

ら
れ
て
い
な
い
た
め
魚
が
徐
々
に
減
少

し
て
い
る
。
漁
場
再
生
の
た
め
、
海
域
の

調
査
を
行
い
、
対
応
策
を
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。
 

瀬
戸
内
海
の
漁
業
再
生
 

答 
平
成
十
六
年
か
ら
十
七
年
に
か

け
調
査
を
実
施
し
た
が
、今
後
は
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
実
施
す
る
な
ど

さ
ら
な
る
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
努
め
る
。
ま

た
、
効
果
的
な
漁
場
環
境
の
修
復
対
策

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
瀬
戸
内
海
全

体
の
多
様
な
海
域
環
境
が
再
生
さ
れ
る

よ
う
、
関
係
県
や
国
と
協
議
を
進
め
て

い
く
。 

問 
県
で
は
、職
員
数
の
削
減
や
外
部

委
託
を
進
め
、事
業
費
を
切
り
詰

め
て
き
た
が
、そ
の
結
果
、県
の
事
業
を

受
託
し
よ
う
と
す
る
事
業
者
の
激
し
い

競
争
に
よ
り
労
働
者
の
人
件
費
の
削
減

を
招
い
た
。
県
が
企
業
等
と
結
ぶ
契
約
に

係
る
労
働
者
の
賃
金
や
労
働
条
件
を
改

善
す
る
た
め
、公
契
約
条
例
を
制
定
し
て

は
ど
う
か
。
 

公
契
約
条
例
の
制
定
 

答 
賃
金
等
の
労
働
条
件
は
、
労
働

関
係
法
令
を
遵
守
し
た
上
で
、

労
使
間
に
お
い
て
自
主
的
に
決
め
ら
れ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、公
契

約
に
お
け
る
労
働
条
件
は
国
全
体
の

ル
ー
ル
と
し
て
定
め
る
な
ど
、
国
が
制
度

設
計
を
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り
、
国

等
の
動
向
を
見
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。 

渡壁正徳議員  
民主県政会〈福山市〉 

わた かべ まさ のり 

問 
台
湾
で
は
歴
史
的
事
実
を
正
し

く
評
価
し
た
教
育
を
行
い
、
非
常

に
親
日
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
台
湾
の
学

校
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
日
本
人
と
し

て
の
自
信
に
つ
な
が
る
た
め
、
台
湾
の
学

校
と
の
姉
妹
校
提
携
を
推
進
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
 

台
湾
の
学
校
と
の
姉
妹
校
提
携
 

答 
台
湾
の
学
校
と
は
、現
在
、県
立

学
校
二
十
一
校
が
姉
妹
校
提
携

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、さ
ら
に
四
校

が
提
携
に
向
け
た
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
さ
ら
に
別
の
学
校
と
の
姉
妹
校

提
携
を
希
望
す
る
県
立
学
校
が
あ
る

場
合
は
、
学
校
の
希
望
に
沿
い
な
が
ら
、

台
湾
の
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
、
紹

介
、斡
旋
を
行
い
た
い
。 

問 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
広

島
県
の
生
徒
が
海
外
の
人
た
ち

と
交
流
す
る
時
、
ま
た
、
卒
業
し
て
社
会

に
出
た
時
、
そ
の
無
知
か
ら
恥
を
か
か
な

い
た
め
に
も
、
広
島
独
自
の
郷
土
史
、
あ

る
い
は
近
・
現
代
史
の
履
修
の
徹
底
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。
 

郷
土
史
及
び
近
・
現
代
史
に
関
す
る
教
育
 

答 
中
学
校
で
は
、本
年
三
月
に
作
成
・

配
布
し
た
歴
史
教
材
「
郷
土
ひ

ろ
し
ま
の
歴
史
Ⅰ
」
に
続
き
、近
・
現
代

の
内
容
を
扱
っ
た
「
郷
土
ひ
ろ
し
ま
の
歴

史
Ⅱ
」
を
、ま
た
、
高
等
学
校
で
は
、日

本
の
歴
史
・
伝
統
文
化
等
を
扱
っ
た
資

料
集
を
作
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、来
年

度
は
、高
等
学
校
で
、海
外
の
姉
妹
校
の

生
徒
と
交
流
す
る
時
に
活
用
で
き
る
「
郷

土
ひ
ろ
し
ま
の
歴
史
Ⅰ
及
び
Ⅱ
」
の
英

訳
版
を
作
成
す
る
。 

山木靖雄議員  
自民会議〈広島市西区〉 

やま き やす お 

あ
っ
せ
ん
 



ご近所で未着の方がありましたら、市・区役所、町役場、県議会事務局政策調査課でお渡しいたしますので、その旨お伝えください。また、広島県議会ホームページでもご覧いただけます。 

http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/gikai/ホームページ 

テレビ広報番組の配信 …「ひろしま県議会ダイジェスト」を配信しています。 
…本会議と委員会の会議録が登録されています。 会議録の閲覧と検索 

最新の
情報 

を掲載
して 

います
! 広島県議会 

インターネット中継 …本会議の審議状況等をインターネット中継（生・録画）しています。 

あて先 

082ｰ513ｰ4743TEL FAX 082ｰ222ｰ9600

ひろしま県議会だよりは、6月、9月、12月、2月の各定例会後に発行します。 

〒730ｰ8509　広島市中区基町10ｰ52
広島県議会事務局　政策調査課 

10月4日議決 

○政治家が選挙区内の人にお金や物を贈る
こと（会費などを、他の住民よりも多く支払
うことなども含みます。）は、法律で禁止さ
れています。また、有権者が寄附を求める
ことも禁止されています。 

○違反して処罰されると、公民権停止の対象
となります。 

●政治家は有権者に寄附を贈らない! 
●有権者は政治家に寄附を求めない! 
●政治家から有権者への寄附は受け取らない!

県民福祉の向上のため、国会や関
係省庁等に提出し、その実現を図
るよう要望しました。 

　9月27日に、16人の委員で構成される決算特別委員会を設置しました。 
　平成24年度決算について、9月定例会閉会後、約2カ月間審査を行い、12月定例会で
審査結果が報告され、議決される予定です。 本紙「ひろしま県議会だより」

や、広報番組「ひろしま県議会
ダイジェスト」の企画・編集を
行っています。 

　平成24年3月に議員定数等調査特別委員会が設置され、平成
22年国勢調査の結果に基づき、広島県議会議員の総定数と選挙
区別定数について、9回にわたって審議され、9月27日に委員長
報告が行われ了承されました。 
　10月4日の本会議において、右の表のとおり改正することとし
た条例案が可決されました。この改正内容は、次の一般選挙（平
成27年4月実施予定）から適用されます。 

委 員 長 中 本 隆 志  
委　　員 三 好 良 治  
委　　員 狭戸尾　浩 
委　　員 下 森 宏 昭  
委　　員 安 井 裕 典  
委　　員 平 　 浩 介  

委員長　山 下 智 之  
委　員　尾 熊良 一  
委　員　桑 木良 典  

委　員　河 井 案 里  

副委員長 内 田 　 務  
委　　員 伊藤真由美 
委　　員 佐 藤 一 直  
委　　員 日 下 美 香  
委　　員 芝 　 　 清  
 

●
私
学
助
成
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意
見
書
 

私
学
助
成
制
度
に
係
る
国
庫
補
助
制
度
を
堅
持
し
、一
層
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

私
立
学
校
施
設
耐
震
化
へ
の
補
助
の
拡
充
な
ど
私
立
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
充
実
を

図
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
 

●
大
規
模
地
震
等
災
害
対
策
の
促
進
を
求
め
る
意
見
書
 

大
規
模
地
震
等
の
災
害
対
策
に
関
す
る
法
案
を
早
急
に
制
定
し
、東
日
本
大
震
災
の
教

訓
を
踏
ま
え
た
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
対
策
に
取
り
組
む

こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。
 

総

務

委

員

会

 

総

務

委

員

会

 
農
林
水
産
委
員
会
 

農
林
水
産
委
員
会
 

建

設

委

員

会

 

建

設

委

員

会

 
文

教

委

員

会

 

文

教

委

員

会

 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 

警
察
・
商
工
労
働
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

生
活
福
祉
保
健
委
員
会
 

補
正
予
算
一
件
、
条
例
案
四
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
 
不
採
択
 

●
広
島
県
中
山
間
地
域
振
興
条
例
の
制
定
に

伴
い
、
総
合
的
な
計
画
の
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
県
民
へ
周
知
す
る
と
と
も
に
、
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
む
執
行
体
制
を
構
築
し
、

効
果
的
に
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
。
ま
た
、

優
先
的
に
中
山
間
地
域
へ
財
源
を
配
分
す

る
な
ど
配
慮
す
る
こ
と
。 

●
「
ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
適
宜
見
直
し
を
行
う
な

ど
、
県
民
に
誤
解
を
与
え
な
い
よ
う
な
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈分
収
造
林
事
業
を
県
が
引
き
継
ぐ

際
は
、
毎
年
度
の
経
営
改
善
や
収

支
の
状
況
を
議
会
が
チ
ェッ
ク
で
き

る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
。 

9月30日開催開催 9月30日開催 

補
正
予
算
二
件
 

条
例
案
二
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
県
営
林
長
期
管
理
経
営
方
針
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
議
会
に
お
け
る
検
討
経
緯
や
対

応
状
況
を
常
に
明
ら
か
に
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
。
ま
た
、
公
益
的
機
能
の
持
続
的
発

揮
を
目
指
す
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
県

民
に
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
行
う
こ
と
。 

●
六
次
産
業
化
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

な
ど
に
よ
る
施
策
展
開
を
図
る
こ
と
。 

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
参
加
に
つ
い
て
は
、
県
内

の
農
林
水
産
業
へ
の
個
別
の
影
響
を
考
慮
し
、

早
期
に
対
応
策
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
家
畜
伝
染
病

に
係
る
防
疫
体
制
の
徹
底
な
ど
 

補
正
予
算
一
件
、
条
例
案
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

新
規
付
託
の
請
願
一
件
　
不
採
択
 

●
歴
史
民
俗
資
料
館
や
歴
史
博
物
館
な
ど
で

は
、
貴
重
な
資
料
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
予
算
を
確
保
し
て
積
極
的
に
整

理
し
、
広
く
県
民
に
公
開
す
る
こ
と
。 

●
公
立
大
学
法
人
県
立
広
島
大
学
の
運
営
に

当
た
っ
て
は
、
第
二
期
中
期
目
標
の
着
実
な

実
施
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
連
携

を
一
層
強
化
し
、
地
域
の
核
と
な
る
大
学

を
目
指
す
こ
と
。 

●
学
校
の
業
務
改
善
に
向
け
て
は
、
教
員
の
超

過
勤
務
解
消
や
、
校
長
の
学
校
運
営
に
対

す
る
指
導
・
助
言
に
努
め
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈い
じ
め
や
暴
力
行
為
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
 

主
な
質
疑
事
項
 

補
正
予
算
一
件
、
条
例
案
四
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
従

事
者
等
の
基
準
を
定
め
る
条
例
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
市
町
へ
の
助
言
や
支
援
に
努
め
、
障

害
児
の
生
活
能
力
向
上
の
た
め
の
訓
練
が
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
こ
と
。 

●
在
宅
医
療
体
制
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、よ

り
多
く
の
機
関
が
参
加
す
る
よ
う
働
き
か
け
、

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
は
、関
係
機
関
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
機
能
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。 

●
地
震
被
害
想
定
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後
必

要
と
な
る
防
災
対
策
を
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
、い
つ
ま
で
に
実
施
す
る
の
か
整
理
す

る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈ひ
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
の
若
者
等

の
自
立
支
援
の
充
実
な
ど
 

補
正
予
算
二
件
、
条
例
案
三
件
 

そ
の
他
の
議
決
案
件
二
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
防
災
・
減
災
等
強
化
対
策
に
つ
い
て
は
、ハ
ー

ド
整
備
を
前
倒
し
で
進
め
る
た
め
に
必
要

な
予
算
の
確
保
と
早
期
の
事
業
推
進
に
全

力
で
取
り
組
む
こ
と
。 

●
道
路
維
持
修
繕
の
除
草
を
例
に
す
る
と
、

年
一
回
を
原
則
と
し
て
い
る
が
、
安
全
や
美

観
な
ど
の
観
点
か
ら
回
数
を
増
や
す
べ
き

箇
所
も
あ
る
な
ど
、
真
に
必
要
な
事
業
に
つ

い
て
は
、
予
算
を
確
保
し
て
実
施
す
る
こ
と
。 

●
広
島
市
東
部
地
区
連
続
立
体
交
差
事
業
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
よ
り
緻
密
な
検
討
を

行
い
、
そ
の
過
程
を
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り

住
民
の
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈公
共
事
業
に
お
け
る
労
働
者
賃
金

水
準
の
確
保
な
ど
 

補
正
予
算
一
件
 

条
例
案
一
件
 

原
案
可
決
（
全
会
一
致
） 

●
増
加
傾
向
に
あ
る
特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
は
、

犯
罪
の
形
態
が
多
様
に
変
化
す
る
特
徴
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
、

継
続
的
に
被
害
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
。 

●
警
察
署
の
耐
震
化
や
信
号
柱
等
の
更
新
に

つ
い
て
は
、
迅
速
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
め

る
よ
う
予
算
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。 

●
緊
急
雇
用
対
策
基
金
を
引
き
続
き
活
用
し
、

県
内
の
雇
用
機
会
の
創
出
と
安
定
的
な
雇

用
の
確
保
に
向
け
た
対
応
を
図
る
こ
と
。
ま

た
、
一
般
公
募
事
業
に
つ
い
て
は
、
課
題
解

決
に
向
け
、熱
意
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。 

﹇
そ
の
他
﹈ス
ト
ー
カ
ー
事
案
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本会議の傍聴ができます。 
本会議の開催日に、議会棟1階の 
受付までお越しください。 
● 受付／午前9時～ 
● 先着順に50名まで 

本会議等の行事のない日は、本会議場
の団体見学ができます。 
● 午前9時～11時半、午後1時～5時 
  （土・日、祝日等を除く） 

委員会の審議状況が、議会棟1階の 
モニターテレビでご覧いただけます。 
● 受付／委員会開催の1時間前～ 
● 定員36名（希望者多数の場合抽選） 

本会議、委員会の開催日時は、決定され次第、
ホームページでお知らせします。 

視覚障害者の方へ「点字版」と「音
声版（テープ版・デイジー版）」を発
行しています。ご希望の方は県議会
事務局政策調査課までご連絡ください。 

副委員長 山 下 智 之  
委　　員 西 村 克 典  
委　　員 桑 木 良 典  
委　　員 小 林 秀 矩  
委　　員 岡 　 哲 夫  

●総定数 

●選挙区別定数 

議員定数等調査特別委員会の審議の模様（9月20日開催） 

改 正 前  

66人 

広島市安佐南区 

呉市 

尾道市 

福山市 

4人 

6人 

4人 

11人 

5人 

5人 

3人 

10人 

改 正 後  

64人 

減 員 数  

選 挙 区 別 定 数  

改 正 前  
選挙区の名称 

改 正 後  

2人 


